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長砂賓教授略歴・研究業績
略歴
1933年（昭和8年） 3月4日 •-... - .... |~にて出生，
父・牧造，母・伊恵
学歴
1939年（昭和14年） 4月
1945年（昭和20年） 3月
1945年（昭和20年） 4月
1948年（昭和23年） 3月
1948年（昭和23年） 4月
1951年（昭和26年） 3月
1951年（昭和26年） 4月
1955年（昭和3年） 3月
1955年（昭和30年） 4月
1958年（昭和33年） 3月
1958年（昭和33年） 4月
1960年（昭和35年） 3月
1971年（昭和46年） 3月
職歴
1960年（昭和35年） 4月
1960年（昭和35年） 8月
田村尋常高等小学校入学
田村国民学校卒業
兵庫県立豊岡中学校入学
兵庫県立豊岡高等学校併設中学校卒業
兵庫県立豊岡高等学校入学
兵庫県立豊岡高等学校卒業
京都大学経済学部入学
京都大学経済学部卒業
京都大学大学院経済学研究科修士課程入学
京都大学経済学研究科修士課程修了
京都大学経済学研究科博士課程入学
京都大学経済学研究科博士課程修了（単位取得）
経済学博士（京都大学） （論経博第28号論題・
『社会主義経済法則論』）
新設の富山大学経営短期大学部へ赴任
富山大学経営短期大学部助手
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1961年（昭和36年） 4月
1961年4月~1963年3月
1963年（昭和38年） 4月
1964年（昭和3!l年） 4月
富山大学経営短期大学部専任講師
富山大学経済学部非常勤併任講師
富山大学経営短期大学部助教授
関西大学商学部助教授（ソ連・東欧経済論〈後にソ
連経済論，更にロシア経済論に改称〉担当）
1969年（昭和44年）10月~1971年9月 関西大学経済・政治研究所所員
1970年（昭和45年） 4月~1972年3月 商学部学生主任
1971年（昭和46年） 4月～ 商学部教授
1972年（昭和47年） 4月~9月 学部相談主事
1974年（昭和49年）10月~1975年9月 商学部学部長代理
1975年（昭和50年）10月~1976年9月 学部相談主事
1977年（昭和52年） 5月~1978年4月 在外研究（ソ連・モスクワ・東洋学研究
所，ユーゴスラビア・ベオグラード大学，東欧・ 西
欧諸国）
1978年（昭和52年） 4月～ 商学研究科教授（社会主義企業論研究•特殊研究担
当）
1978年（昭和53年）10月~1979年9月 学生部長代理
1978年（昭和53年）10月~1980年9月 関西大学経済・政治研究所所員
1979年（昭和54年）10月~1980年9月 広報委員（委員長）
1980年（昭和55年）10月~1981年9月 商学部長，学校法人関西大学評議員，大学
協議員
1981年（昭和56年）10月~1982年9月 学部相談主事
1982年（昭和57年） 6月~1985年9月 （全学）教学充実計画委員会委員（委員長）
1982年（昭和57年）10月~1985年3月 大学院委員
1985年（昭和60年） 9月13日~10月11日 交換教授として中国・遼寧大学へ
1987年（昭和62年） 6月~1989年5月 大学協議員
1988年（昭和63年）10月~1990年9月 商学研究科科長，大学院委員
1991年（平成3年） 4月~1991年10月 在外研究（英国バーミング大学CREES,
ヨーロッパ諸国）
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1992年（平成4年）10月~1994年9月 学校法人関西大学評議員
1994年（平成6年） 7月~1997年7月 日本学術会議会員（第3部・第16期），経
済理論研究連絡委員会委員
1995年（平成7年） 4月~1999年3月 関西大学経済・政治研究所所員
1995年（平成7年） 8月~10月 交換教授として上海・復旦大学へ
1997年（平成9年）10月～ 出版委員
1997年（平成9年） 7月~2000年7月 日本学術会議会員（第3部・第17期），経
済理論研究連絡委員会委員
2000年（平成11年） 7月～ 日本学術会議第3部・経済理論研究連絡委員会委員
非常勤講師
1966,1968年 富山大学経済学部
1967,1969,1973,1983,1988~1990,1994~2002年京都大学経済学部
1968年 愛知大学
1970年 北海道大学経済学部
1971年 大阪経済大学
1972~1976年，1986~1987年立命館大学経済学部
1981,1983,1985,1987,1989,1991,1993年神戸大学経済学部
1986~1990年 高知県立短期大学
1994年10月 龍谷大学経済学部
海外調査・視察（在外研究以外）
1981年（昭和56年） 8月18~24日 台湾（「文部省」からの招聘）
1987年8月21日~9月11日 第3回日ソ経済研究視察団（団長：大崎平八郎教
授）に参加
1989年8月21日~9月11日 第4回ソ連経済研究視察団（団長：大崎平八郎教
授）に参加
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1992年12月18日~1993年1月5日 第一回ロシア社会経済問題研究現地ゼミナー
ル（日本科学者会議京都支部〈事務局長は田中雄三
龍谷大学教授〉企画・主催）に団長として参加
1995年9月18日~10月2日 第6回日本ユーラシア協会経済研究視察団（大崎平
1996年8月24日~29日
1996年9月8日~22日
1996年11月13日~19日
2000年7月13日~20日
2000年7月23日~29日
2000年11月8日~14日
八郎団長）に参加
北京国際社会経済シンポ（中国社会科学院世界経
済・政治研究所，首都鉄鋼公司研究開発公司，久留
米大学経済学部の共催，会場は首都鉄鋼公司）に参
加
中央アジア諸国視察団（大崎平八郎団長）に参加
米国スラブ研究促進学会 (AAASS)第28回年次大
会（於ボストン）に参加（日本学循会議からの派
遣）
金森委員会朝鮮訪問団に参加
第5回北京社会経済国際シンポ（中国社会科学院世
界経済・政治研究所・人口研究所，首都鉄鋼公司研
究開発公司，東アジア学会の共催）に参加・報告
米国スラブ研究促進学会 (AAASS)第32回年次大
会（於コロラド州・デンバー）に参加（日本学術会
議からの派遣）
2000年12月29日~2001年1月4日 ベトナム・カンボジャ集団視察旅行（日・ベ
卜友好協会大阪府連主催）に参加
2002年8月20日~27日
社会的活動
1965~1966年
1973~1974年
サンクト・ペテルプルグ集団視察旅行（日本ユーラ
シア協会京都府連合会主催）に団長として参加
関西大学教員組合委員
関西大学教員組合委員長
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1957年～ 日ソ協会（現日本ユーラシア協会）（理事，京都府
連副会長， 2002年5月から同会長）
1976年～ 日本科学者会議（『日本の科学者』編集委員，大阪
支部代表幹事， 2000年・第13回全国総合学術研究集
会〈於大阪•関西大学〉実行委員長， 2001年 5 月～
全国代表幹事）
1982年5月~1983年5月 京都府立北嵯峨高校PTA会長
1983年6月~1985年6月 京都教育大学後援会（役員，会長）
1992年10月～ 河上肇記念会・世話人
1980年代半ば～ 達徳会（兵庫県立豊岡高校・中学・高等女学校同窓
会）京都支部長
所属学会・研究会および役員
社会主義経済学会（現在，比較経済体制学会）〈1991年5月~1993年5月代表幹事〉
社会主義経営学会（現在，比較経営学会）〈1988年3月~1990年3月理事長〉
他に，経済理論学会，国際経済学会，アジア経営学会，経済学教育学会，日本環
境学会，社会主義経済研究会（現在，比較経済体制研究会），関西ソビエト研究
会（現在，関西ロシア・ユーラシア研究会）， JSSEES, ユーラシア研究所，日本
科学者会議などに所属
研究業績
著書
単著
『社会主義経済法則論』青木書店 1969年12月
共編著
木原正雄と共編『現代社会主義経済論」ミネルヴァ書房 1969年（第1篇 社会主義経
済の発展の第 1,3章，第2篇 社会主義経済学の形成の第3章第3節，第3篇現代
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社会主義経済と経済改革の第3章第4節を執筆）
木原正雄と共編『現代日本と社会主義経済学』大月書店 1976年（第1篇第5章「社会
主義の歴史的位置」，第2篇第1章「社会主義的生産諸関係の構造」を執筆）
芦田文夫と共編『ソ連社会主義論一現状と課題一』大月書店 1981年3月（「序文」，
および，第7章「生活水準と生活様式」を執筆）
大橋昭ーと共編『経済民主主義と経営参加』ミネルヴァ書房 1981年3月（関西大学経
済・政治研究所，研究双書第44冊）（第6章「ユーゴスラビアにおける連合労働組織
の自主管理」および終章「経済体制と経済民主主義」を執筆）
大橋昭ーと共編『経済民主主義と産業民主主義』関西大学出版部（関西大学経済政治研
究所，研究双書第56冊） 1985年（第1章「体制移行と経済民主主義一資本家専制的
管理から労働者自主管理ヘー」および第9章「自主管理社会主義における経済民主
主義」を執筆）
木村英亮と共編『「どん底」のロシア』かもがわ出版 1993年（「はしがき」，および，
「I.深化する危機，難航する経済改革」の「難航する経済改革」の項，「I.混迷す
る政治，再編過程の労働組合」の「危機に瀕するエリツィン政権」の項を執筆）
共同執筆
木原正雄・大崎平八郎共編「社会主義経済学の生成と発展』青木書店 1965年（第2篇
第2章「社会主義の経済法則論」を執筆）
杉原四郎・佐藤金三郎共編『マルクス経済学』有斐閣 1966年 (V-3 「社会主義とマ
ルクス経済学」を執筆）
内海義夫編『ソ連経済論（理論編）』日本評論社 1968年（第 1章「生産力の発展と構
造」を執筆）
日本科学者会議編『現代の資本主義』（上・下）大月書店 1976年（下巻，「民主主義と
社会主義」を執筆）
大崎平八郎編『体制転換のロシア」新評論 1995年（第一部「モスクワ一経済改革の
司令塔」の「3 ロシア連邦の民営化状況」，「4 モスクワ州の経済情勢」，「6 労
働・雇用情勢」を執筆）
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論文
「再生産の共通法則と経済的範疇」『京大経済論叢』第82巻第2号， 1958年8月
「戦後産業循環と恐慌」『現代資本主義講座』東洋経済新報社， 1958年（豊崎稔教授との
共同執筆）
「社会主義再生産の特有法則と経済的範疇」 (1),(2)『京大経済論叢』第84巻第1号，
第2号， 1959年7,8月
「社会主義のもとでの重工業優先発展政策の理論的根拠について」『京大経済論叢』第85
巻第3号， 1960年3月
「米ソ国民所得成長構造の比較」『富大経済論集』第6巻第1号， 1960年7月
「社会主義経済学研究の新しい方向」『経済評論』第9巻第15号， 1960年12月
「社会主義的産業高度化政策の本質について」『富大経済論集』第6巻第3・4号， 1961
年3月
「社会主義の基本的経済法則論争によせて」「一橋大経済研究」第1躇籟12号， 1961年4
月
「社会主義工業における専門化と協業化の生産関係的本質一社会主義的な社会的分
業・協業の本性について」『富大経済論集』第7巻第1号， 1961年7月
「マルクス経済学の古典における経済法則論の構造 (1) (2) 一社会主義経済法則論
の研究 (1) -」『富大経済論集』第7巻第4号，第8巻第1号， 1962年3,7月
「社会主義経済法則論の発展 (I), (2), (3) 一社会主義経済法則論の研究 (2)
ー」『富大経済論集」第8巻第2,3, 4号， 1962年12月， 1963年2,3月
「日ソ貿易発展の法則性と展望」北陸経済研究所「北研資料』， 1963年
「社会主義の基本的経済法則論の検討 (1), (2) 一現代社会主義経済法則論の構造
ー」『関西大学商学論集』第9巻第3号，第6号， 1964年8月， 1965年2月
「ソ連邦における社会主義的計画化と利潤」『経済評論』第13巻第11号， 1964年11月
「「国民経済の計画性をもった，釣合いのとれた発展の法則』論の検討」『関西大学商学
論集』第10巻第2号， 1965年6月
「チェコスロバキアの新しい経済管理制度について」『関西大学商学論集』第10巻第5
号， 1965年11月
「「労働生産性のたゆみない向上の経済法則」論批判 (1)」r関西大学商学論集j第11巻
第1号， 1966年4月
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「社会主義のもとで『生産手段生産の優先的発展の法則』は作用しているか一最近の
社会主義再生産論の検討―-」「世界経済評論』第10巻第7号， 1966年 8月
「『社会主義社会』の古典と現代」『経済評論』第15巻第13号， 1966年11月
「「社会主義国家』論の古典の現代的意義」「関西大学商学論集」第11巻第 6号， 1967年
2月
「社会・共産主義経済学の端緒的範疇について」『関西大学商学論集」第12巻第 3号，
1967年8月
「「社会主義的商品生産』と「社会主義的価値法則』の二重性について (1), (2)」「関
西大学商学論集』第13巻第 1,2号， 1968年4月， 6月
「ソ連邦における［計画化と経済的刺激の新制度』の実施とその諸問題」『世界経済評
論』第12巻第4号， 1968年4月
「『社会主義的必要生産物および剰余生産物の生産の法則』について」『関西大学商学論
集』第13巻第4・5号， 1968年12月
「レーニンにおける社会主義経済・企業管理論の諸問題」『経済j]第72号， 1970年4月
「『純粋社会主義』論の諸問題」『関西大学経政研研究双書第27冊」所収， 1971年3月
「後進性の克服と経済改革一ハンガリー社会主義経済の諸特徴一」『経済』第72号，
1971年12月
「社会主義のもとでの経済的利害•関心・刺激・刺激化」『関西大学商学論集』第16巻第
4・5号， 1971年12月
「東欧社会主義諸国における経済改革の諸問題」日本国際政治学会編『戦後東欧の政治
と経済』所収， 1971年 5月
「「発達した社会主義社会』論について」『関西大学商学論集』第17巻第 3号， 1972年9
月
「社会的生産の第一部門と第二部門の相互関係について一社会主義経済の現段階にお
けるその特質ー」『関西大学商学論集』第17巻第4号， 1972年12月
「戦後のわが国におけるソ連社会主義経済（学）研究史一その成果と当面する諸課題
ー」『窓』(ナウカ社）第3号， 1972年12月
「現代社会主義体制一その発展段階ー」有斐閤『新マルクス経済学講座』 4所収，
1973年1月
「社会主義ソ連の『公害』問題一その現実，対策および理論一」『公害研究J(岩波
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書店），第2巻第4号， 1973年4月
「レーニンのトロツキー批判」『経済』第114号， 1973年10月
「ふたたび『純粋社会主義』論について一副島教授の反論に答える一」『関西大学商
学論集』第18巻第3号， 1973年9月
「社会主義にかんする古典的諸命題の現代的意義」「唯物論』（汐文社）創刊号， 1973年
12月
「社会的所有と『個人的所有』」関西大学経政研研究双書第31冊所収， 1974年3月
「社会主義諸国の経済関係一民族的利害と国際的利害の結合一」『唯物論』（汐文社）
第3号， 1974年11月
「社会主義のもとでの労働力範疇 (1)(2)」「関西大学商学論集』第19巻第5・6号，
第20巻第1号， 1975年2,3月
「『マルクス的過渡期』・『レーニン的過渡期』論批判」『関西大学商学論集』創立90周年
記念特輯号， 1975年11月
「社会主義経済とインフレ一佐藤経明氏の所説をめぐって一」『赤旗』 1976年3月16
日
「社会主義「それ自身の基礎』論批判ー『旧社会の母斑』の現代的解釈をめぐって
ー」『日ソ経済調査資料』 No.56,1978年12月
「ユーゴスラビア留学で得たもの」 『窓』（ナウカ社） No.26, 1978年9月
「ソ連経済の現状と問題点」『日本とソビエト』（日ソ協会機関紙） 1980年3月15日・ 4
月1日合併号， 1980年4月， 6月（『日ソ経済調査資料』 1980年6月号に転載）
「コメコン経済統合の実態」『地理』（古今書院） Vol.25, No.10, 1980年
「現代社会主義の到達点と経済的課題」日本科学者会議編『現代の世界経済と日本経済』
上巻（大月書店）所収， 1980年11月
「『自主管理型社会的所有』論の諸問題」『経済論叢』第127巻第1号（木原正雄教授記念
号）， 1981年1月
「社会主義日本の展望」講座『今日の日本資本主義』第10巻「日本経済の民主的改革と
社会主義の展望』（大月書店）所収， 1982年9月
「マルクスの社会主義理論と現代」『経済』 No.227,1983年3月
「『現存社会主義』の科学的評価のために」『前衛JNo.491, 1983年4月
「自主管理と労働組合」奥田幸助・高堂俊弥編『経営参加と労働組合』関西大学出版部
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（関西大学経済政治研究所『研究双書』第51冊）第6章， 1983年
「ユーゴスラビア企業の管理労働と執行労働』笹川儀三郎・石田和夫編『現代企業のホ
ワイトカラー労働』下巻（大月書店）第12章， 1984年1月
「ソ連邦における経済改革の展開と課題」『社会主義経済研究』 No.2,1984年4月
「ソ連における『真の社会主義的自主管理』」「大経大論集』 No.162・163,.1985年3月
「ユーゴスラビアの社会主義企業」笹川儀三郎，海道進，林昭編「社会主義企業の構造』，
講座経営経済学10, ミネルヴァ書房．第10章， 1985年
「プレジネフ以降におけるソ連の経済改革の展開」『アジア経済』第26巻第8号， 1985年
8月
「ソ連における経済メカニズム改編の新動向」『前衛』 No.526,1985年10月
「比較社会主義経済論の方法について一岩田説へのコメント―-」『社会主義経済研
究』 No.6, 1986年3月
「社会経済発展の加速化と『ラデイガルな改革』」「経済』 No.266,1986年5月
「ソ連邦における基本的生産環（合同・企業）の自主性の拡大一ー根拠・現状・展望
ー」「関西大学商学論集』（創立百周年記念特輯）第31巻第3・4・5号， 1981年11
月
「社会主義経済と商品・貨幣関係」『経済』 No.276,1987年4月
「『社会主義日本経済』構想にかかわる諸問題」『社会主義経済研究』 No.9, 1987年9
月
「ソ連経済改革の画期的新段階」『前衛』 No.555,1987年11月
「社会主義国をみる今日的視点」『経済』 No.286,1988年2月
「ペレストロイカの諸断面」『社会主義経済研究』 No.10,1988年3月
「生産力からみた資本主義，社会主義」『労働運動』 No.273,1988年7月
「『社会主義と商品生産』論の諸問題一『経済科学』誌上の論争をめぐって一」『社
会主義経済研究』 No.11,1988年9月
「ソ連の経済ペレストロイカとその行方―—四つの文献を中心に一」『経済』 No.303,
1989年7月
「ソ連における生産手段卸売商業への移行と社会主義的市場の創出」『社会主義経済研
究』 No.13,1989年12月
「ソ連経済構造の諸断面」「日ソ経済調査資料』 No.691,1989年12月
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「［ゴルバチョフ経済改革』の現局面」『経済』 No.310,1990年2月（『経済』編集部『ど
うなるソ連・東欧経済』新日本出版社1990年5月に再録）
「『市場経済」の導入でソ連経済は再生なるか」『科学と思想』 No.77,1990年7月
「現存社会主義の歴史的地位—危機からの脱出なるか一」『経済』 No.316, 1990年
8月
「ペレストロイカと『全人類的価値』」『唯物論と現代』（文理閣） No. 5, 1990年9月
「ソ連・東欧の経済改革はどうなる？」松山大学『地域研究ジャーナル』第3号， 1991
年3月
「経済ペレストロイカはどこまで進んだか」大崎平八郎編『20人の経済学者がみたペレ
ストロイカの経済最前線』（毎日新聞社）第1部所収， 1990年7月
「『体制としての社会主義』の成立と展開」『経済」 No.325,1991年5月（研究シンポ
ジューム「20世紀の資本主義，社会主義」の報告Il)
「社会主義と『調整市場経済』論」大阪経法大経済研究所『研究年報』 No.IO,1991年
11月
「ソ連邦における『脱国家化と民営化』問題」『社会主義経済研究』 No.17,1991年1月
「『体制としての社会主義』をどうとらえるか」（上），（下）『関西大学商学論集』第36巻
第4,5号， 1991年10,12月
「資本主義化を急ぐロシアの民営化問題」『関西大学商学論集』第37巻第3・4号， 1992
年10月
「河上肇とソ連社会主義崩壊」『河上肇記念会会報』 No.44,1993年9月
「ロシアにおける体制転換と経済改革」田中雄三編『脱社会主義経済の現状』リベルタ
出版， 1994年，所収
「『ロシアの社会主義的発展の道』の可能性一新『ロシア連邦共産党綱領』へのコメン
トー」『ロシア・ユーラシア経済調査資料』 No.757,1995年6月
「本格化するロシアの民営化ー第一段階から第二段階ヘー」『関西大学商学論集』第
40巻第2号， 1995年6月
「『ソ連社会主義』の崩壊原因と『中国社会主義』の存続•発展条件」『関西大学商学論
集』第40巻第4・5号， 1995年12月
「社会主義のゆくえ」『日本の科学者』 Vol.31,No.6, 1996年6月
「移行期ロシアの経済政策一いくつかのバリエーション一」『ロシア・ユーラシア経
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済調査資料』 No.774,1996年11月
「アジア・太平洋地域における『経済的共生』を考える」「学術の動向』第2巻第 1号，
（通巻第10号）， 1997年1月
「『産業空洞化』問題へのアプローチー『経済白書』および『通商白書』の場合一」
『大阪問題の基礎研究』（関西大学経済・政治研究所研究双書第101冊）， 1997年3月
「移行経済5ヶ年の『成果』と『コスト』一ロシアと中央アジア諸国の場合一」『関
西大学商学論集』第42巻第2号， 1997年6月
「『20世紀社会主義』の評価と体制転換」『比較経済体制研究』第4号， 1997年5月
「ロシア移行経済の特徴」『ロシア・ユーラシア経済調査資料」 No.786, 1997年11月
「体制転換と『ポスト工業化社会』」第二回社会経済国際シンポジューム『発表論文報告
書』久留米大学経済学部， 1997年11月
「移行期経済の前提と戦略」『情報総覧：現代のロシア』大空社， 1998年2月
「移行経済における国家の役割―ーロシアの場合―-」『関西大学商学論集』第43巻第2
号， 1998年 6月
「大阪の中小企業・製造業にみる海外展開と産業空洞化一『白書』的分析の成果と限
界一」『大阪問題の研究』（関西大学経済・政治研究所研究双書第111冊） 1999年3
月
「移行期ロシア企業における『所有と経営』問題」『関西大学商学論集』第45巻第2号，
2000年6月
「見通し困難な『改革抜きの部分開放路線』一北朝鮮初訪問記一」『ロシア・ユーラ
シア経済調査資料』 No.820,2000年10月
「『帝国主義的グローバリゼーション』に対する『社会主義的オールタナティブ」の問題
性一ゲ・ジュガーノフの見解に寄せて一」 『関西大学商学論集』第46巻第5号，
2001年12月
「ロシア連邦共産党の『反グローバリズム』論を批判する」『ユーラシア研究」， No.26,
2002年5月
分担執筆
「社会主義経済」ほか 『工業大辞典』（平凡社） 1960年
「フォンド」，「基本建設」 『経済学事典』（岩波書店） 1965年
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「社会主義経済」ほか18項目 『百科事典』（講談社） 1971年， 1976年（再版）
「社会主義経済学」，「経済法則（社会主義のもとでの）」『経済学辞典』（大月書店）1979年
「中央アジア経済研究視察団の報告」のうち，「ロシア科学アカデミー経済研究所」，「ロ
シア科学アカデミー市場問題研究所」，「キルギス大統領府を訪問」の項目 『ロシ
ア・ユーラシア経済調査資料』 No.775,1996年12月
書評
岡稔『資本主義分析の理論的諸問題』・『社会主義経済論の新展開』（新評論1974年）
（『経済研究』(-橋大）第27巻第4号， 1976年10月）
不破哲三『科学的社会主義研究」』（新日本出版社1976年）（『エコノミスト」 1976.9.28号）
小野一郎・篠原三郎編『社会主義的所有と管理』（有斐閣1976年）（『立命館経済学』第
25巻第4号， 1976年10月）
カルデリ著，山崎洋・那美子訳『自主管理社会主義と非同盟』（大月書店1978年）「赤
旗」 1978年6月
ズボンコ・シタウブリンゲル著 岡崎慶興訳『チトー・独自の道 一スターリン主義
との闘い一』（サイマル出版 1980年）（『日本の科学者』Vol.15,No.10, 1980年10月）
角谷登志雄・牟礼早苗編『企業経営と民主的変革』：『講座・経営経済学gjミネルヴァ
書房， 1982年（『関西大学商学論集』第27巻第2号， 1982年6月）
アルバトフ『ソ連の立場』（サイマル出版1984年）（『日ソ経済調査資料』 No.624,1984 
年5月）
西村可明『現代社会主義における所有と意思決定』（岩波書店 1986年）（『社会主義経
済研究』第8号， 1987年4月， JapaneseSlavic and East European Studies, Vol.8, 1987) 
暉峻衆三，小山洋司，竹森正考，山中武士共著『ユーゴ社会主義の実像』（リベルタ出
版1990年）（『社会主義経済研究』 No.16,1991年6月）
藤田 整『ソビエト商品生産論』（世界思想社1991年）（『社会主義経済研究」 No.18,
1992年4月）
重田澄男『社会主義システムの挫折一東欧・ソ連崩壊の意味するもの一」（大月書
店1993年）（『関西大学商学論集』第39巻第 1号， 1994年4月）
溝端佐登史『ロシア経済・経営システム研究―ーソ連邦・ロシア企業・産業分析ー」
（法律文化社1995年）（『関西大学商学論集』第41巻第 1号， 1996年4月）
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不破哲三『レーニンと資本論② 1905年革命前後』（新日本出版社1999年）（『しんぶん
赤旗』 1999年3月9日）
芦田文夫『ロシア体制転換と経済学一文明史における市場化一』（法律文化社1999
年）（『関西大学商学論集』第44巻第3号， 1999年8月）
藤田勇「自由• 平等と社会主義—-1840年代ヨーロッパ-1917年ロシア革命一』（青
木書店1999年）（『経済』 No.56,2000年5月）
翻訳
「労働集団および企業，施設，組織の管理におけるその役割の向上に関するソ連邦法律」
『関西大学商学論集」第28巻第4号， 1983年10月（藤井茂と共訳）
学会報告
1964年 経済理論学会全国大会（於富山大学）
1966年 国際経済学会全国大会（於関西大学）
1967年社会主義経済学会関西部会（於岡山大学）
1968年社会主義経済学会全国大会（於明治学院大学）
1971年 経済理論学会第19回大会（於西南学院大学）
1973年 社会主義経済学会第13回大会（於明治大学）
1976年 国際経済学会関西支部総会
1978年10月 経済理論学会第26回大会（於駒沢大学）「社会主義の多様性について」
1981年3月 経済理論学会関西部会（於立命館大学）「現代社会主義と経済民主主義」
1984年5月 経済理論学会関西支部（於大阪経法大）「現存社会主義の発展段階規定に
ついて」
1984年11月 社会主義経営学会西H本部会（於同志社大学）「自主管理社会主義におけ
る経済民主主義」
1985年10月 唯物論研究協会第8回研究大会（於立命館大学）「人類史における『現存
社会主義』の地位と役割」
1986年3月 社会主義経営学会第11回大会（於日本大学）「社会主義企業の経済的自主
性と『下から』計画化—ソ連の場合一」
1986年9月 社会主義経営学会西日本部会（於立命館大学）「ソ連における経済メカニ
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ズムの『ラディカルな改革』の行方＿第27回党大会とその後＿」
1987年10月 経済理論学会第35回大会（於福島大学）「「社会主義日本経済』構想に関わ
る諸問題」（経済理論学会年報第25号『社会主義の理念と現実』青木書店
(1988年）に所収）
1989年9月 関西唯物論研究会（於大阪府立労働センター）「ペレストロイカと『全人
類的価値』論」
1989年9月 日本科学者会議京都支部主催シンポジューム（於同志社大学）「ペレスト
ロイカ見たまま」（『京都の科学者』 1990年9月No.130に所収）
1990年12月 社会主義経営学会西日本部会（於龍谷大学）「ハンガリーの Privatization
問題」
1991.09.23 University of Svetozar Markovic Kragujevac (Yugoslavia) "Realities of 
changing sosialism and highly developed Japanese capitalism" 
1992年2月 関西ソビエト研究会第4回研究集会（於関西大学）「『体制転換に戸惑う
「どん底』ロシアの政治経済」
1993年5月 社会主義経済学会第33回大会（於北海道大学）「体制転換の『不可避性』
と困難―ーロシアにおける民営化問題を中心に＿」
1993年10月 アジア経営学会第 1回大会（於専修大学）「ロシアにおける体制転換と経
済改革」
1993年10月 河上肇記念会（於京都教育文化センター）「変わるロシア，変わらぬロシア」
1994年5月 比較経済体制学会（於岐阜経済大学）「比較経済体制研究の現代的課題
一体制転換問題への体系的アプローチヘの試み—―」
1996年12月 日本学術会議国際経済学研究連絡委員会・国際経済学会関西部会共催シン
ポジュウム：「移行経済の諸問題」（於関西大学）「移行経済5ヶ年の『成
果』と『コスト」―ーロシアおよび中央アジア諸国の場合＿」
1997年8-9月 比較経済体制研究会（於関西大学）「ロシアにおける移行経済の諸特
徴」
1997年11月 第二回社会経済国際シンポジューム（於久留米大学）「体制転換と「ポス
ト工業化社会」
2000年7月 第五回北京国際社会経済シンポジューム大会（於北京市）「北東アジア経
済圏におけるロシア極東の役割」
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資料
「最近の統計にみるユーゴスラビア」『経済』 1978年7月
「効率化にいどむソ連第11次5ヶ年計画」「経済』 No.204,1981年4月
「注目されるソ連共産党綱領改定」『日ソ経済調査資料』 No.630,1984年11月
「ゴルバチョフの登湯はソ連経済をどこに導く？」『経済』 No.254,1985年6月
「ゴルバチョフ政権下の社会活性化と党綱領新稿草案」『経済』 No.260,1985年12月
「社会経済発展の加速ーソ連共産党第27回大会の路線」『経済』 No.265,1986年5月
「ゴルバチョフ経済改革の画期的展開」「経済』 No.281,1987年9月
「予期以上の『成果」を喜ぶ」『日ソ経済調査資料JNo.669, 1988年2月
「『ペレストロイカ』論のいくつかのポイントについて」「ソビエト研究所ビュレティン』
No.4, 1989年8月
「ソ連の民族問題のひと駒に触れて」『日本科学者会議大阪支部ニュース』 No.180,1989 
年10月
「『社会主義」は消えず……」『日本の科学者』 Vol.25,No.9 1990年9月
「岐路に立つ『現代社会主義』」『ソビエト研究』第4号， 1990年10月〈巻頭言〉
「二つの世紀を跨ぐ『体制転換・改革』問題」（随筆）『学術の動向』第3巻第3号1998
年8月
「首都・ピョンヤンと地方との大きな格差一ー北朝鮮初訪問の印象ー」『河上肇記念会
会報』 No.68,2000年8月
「あとがき」杉原四郎・ー海知義•井上ひさし『河上肇 21世紀に生きる思想』（かもが
わ出版2000年10月）
「河上肇と現代」『群青』第3号，勤労協：戦前の革命的民主的出版物を保存する会，
2001年3月
「海抜 1マイルの都市・デンバーで一米国スラブ研究促進学会第32回年次大会一」
『学術の動向』第6巻第5号（通巻第62号）， 2001年5月
「「無言館』での想い（随想）」「勤労協ニュース』 No.294,2001年9月
講演
「現代社会主義経済の光と影」関西大学経済・政治研究所主催第62回産業セミナー（於
好文クラプ） 1978年11月
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「ハンガリー社会主義経済の諸特徴」 第14回吹田市民大学教養講座（春期）（於千里市
民センター ） 1985年6月
「ソ連社会主義のペレストロイカ」関西大学経済・政治研究所 第102回産業セミ
ナー 1988年11月
「ペレストロイカの波及する世界の動向」関西大学経済人クラブ第108回例会（於ホテ
ル・プラザ） 1990年4月
「ソ連・東欧の経済改革はどうなる？」（於松山大学）松山大学主催講演会1990年4月
「ペレストロイカの現況とバルト三国同盟」（於京都教育文化センター）日ソ協会京都府
連合会， 1990年5月
「『現代社会主義』は危機を乗り越えられるか？」（於京都大学「海の家」）日本科学者会
議大阪支部・夏の学校1990年8月
「ロシア革命とはなんであったかーペレストロイカと十月革命一」関西大学院祭
1990年11月，および，ソビエト研究所主催・日ソ連続講義（於新宿農協会館） 1990年
11月
「旧ソ連社会主義の崩壊をどう見るか」第21回吹田市民教養講座（春期）（於千里市民セ
ンター ） 1992年6月
「20世紀社会主義』の失敗の意味を考える一20世紀の歴史的教訓一」関西大学講演
会（ミニ講座）（於豊岡市） 1995年11月
「日露経済関係の新展開」日本学術会議第3部富山シンポジューム「世界経済の動きと
環日本海交流について」（於富山市） 1998年6月
「レーニンの『民主主義・社会主義』論を再考する」日本ユーラシア協会大阪府連
「レーニン生誕130年記念・ユーラシア文化サロン」 2000年10月，同京都府連・ 2000年秋
の友好市民講座 2000年11月
以上
略歴・研究業績の 1頁に誤りがありますので
お詫び方々、訂正させていただきます。
（誤） 1955年（昭和 3年） 3月
↓ 
（正） 1955年（昭和30年） 3月
京都大学経済学部卒業
京都大学経済学部卒業
